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『徒
然
草
』
第
七
段
と
『荘
子
』
再
考

―
―

「夏
の
蝉
」
を
め
ぐ
っ
て
―
―

は
じ
め
に

『徒
然
草
』
第
七
段
に
お
い
て
、
出
典
が

『荘
子
』
と
さ
れ
る
語
句

が
二
つ
あ
る
。
そ
の
中
で

「夏
の
蝉
春
秋
を
知
ら
ぬ
」

一
句
は
、
『荘

子
』
の

「逍
遥
遊
篇
」
に

「朝
菌
不
レ
知
二
晦
朔
ヽ
蟻
姑
不
レ
知
二
春
秋
己

と
あ
る
の
が
そ
の
出
典
と
さ
れ
て
い
る
。
「蟻
姑
」
に
注
し
て
南
宋
の

林
希
逸
が

『荘
子
膚
斎
口
義
』
に

「蟻
姑
、
寒
蝉
也
。
春
生
夏
死
、
夏

生
秋
死
、
不
見
四
時
之
全
」
と
解
釈
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
『
野
槌
』

等
、
『徒
然
草
』
の
多
く
の
注
釈
書
に
は
林
希
逸
の
注
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
神
田
秀
夫
氏
は
、
「
夏
の
蝉
」
と
い
う
語
に

注
目
し
て

「兼
好
は
成
疏
を
た
よ
り
に
郭
注
で
荘
子
を
読
ん
で
い
た
も

の
で
、
未
だ
林
注
は
目
に
ふ
れ
て
い
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
述

べ
、
林
注
依
拠
説
を
否
定
す
る
。
神
田
氏
の
言
及
さ
れ
た
の
は
晋
の
郭

象
の
注
に
初
唐
の
成
玄
英
が
疏
を

つ
け
た

『
南
華
真
経
注
疏
』
と
い
う

『荘
子
』
の
注
釈
書

で
あ
る
。
「蟷
姑
」

一
語
に
つ
い
て
、
成
玄
英
は

「
夏
蝉
也
。
生
二
於
麦
梗
ヽ
亦
謂
二
之
麦
節

一夏
生
秋
死
、
故
不
レ
知
二
春

珊

秋
・也
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る

『荘
子
』
受
容
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、

鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
中
期
ま
で
は
、
郭
象
注

・
成
玄
英
疏
に
よ
っ
て
研

究
さ
れ
、
南
北
朝
か
ら
室
町
末
期
ま
で
の
間
に
は
林
希
逸
の
口
義
本
が

現
わ
れ
、
郭
象
注

・
成
玄
英
疏
と
平
行
し
て

『
荘
子
』
研
究
に
利
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
林
希
逸
の
回
義
本
が
本
格
的
に

読
ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
江
一戸
に
入

っ
て
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
神
田
氏
の
推
論
を
踏
ま
え
て
、
『
徒
然
草
』
第
七
段
を

中
心
に
、
「夏
の
蝉
」

一
句
に
関
連
す
る
思
想
的
内
容
に
着
目
し
、
兼

好
が

『荘
子
』
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
か
を
考
察
し
て
い
く

こ
と
と
す
る
。

一

「
夏
の
蝉
」
と

『南
華
真
経
注
疏
』
に
お
け
る

「
逍
遥
」

『
徒
然
草
』
第
七
段
の
冒
頭
に

あ
だ
し
野
の
露
消
ゆ
る
時
な
く
、
鳥
部
山
の
煙
立
ち
去
ら
で
の
み

住
み
果

つ
る
習
ひ
な
ら
ば
、
い
か
に
も
の
の
あ
は
れ
も
な
か
ら
ん
。

世
は
定
め
な
き
こ
そ
い
み
じ
け
れ
。
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と
あ
る
。
こ
の

一
節
か
ら
は
、
中
古
文
学
の
伝
統
的
理
念
―

「
も
の
の

あ
は
れ
」
が
非
常
に
尊
ば
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
そ
の

「
も
の
の
あ

は
れ
」
は
、
「
あ
だ
し
野
の
露
」
、
「
鳥
部
山
の
煙
」
と
い
っ
た
は
か
な

い
も
の
が
も
し
消
え
た
り
、
立
ち
去

っ
た
り
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
と

い
う
仮
定
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
、
そ
れ
が

「世
は
定
め
な
き
こ
そ
い
み

じ
け
れ
」
と
い
う
主
題
の
根
拠
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
主
題
を

展
開
さ
せ
る
た
め
に
、
兼
好
は
、
更
に
次
の
よ
う
に
寿
命
の
問
題
を
取

り
上
げ
る
。

命
あ
る
も
の
を
見
る
に
、
人
ば
か
り
久
し
き
は
な
し
、
か
げ
ろ
う

の
タ
ベ
を
待
ち
、
夏
の
蝉
の
春
秋
を
知
ら
ぬ
も
あ
る
ぞ
か
し
。

つ

く
づ
く
と

一
年
を
暮
ら
す
ほ
ど
だ
に
も
、
こ
よ
う
な
う
の
ど
け
し

や
。

兼
好
は
、
命
の
あ
る
物
の
な
か
で
、
人
間
の
寿
命
が
い
か
に
長
い
か

を
論
証
す
る
た
め
に
、
そ
の
比
較
の
対
象
と
し
て

「夏
の
蝉
」
と
い
う

は
か
な
い
も
の
を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
夏
の
蝉
」
を

否
定
的
に
見
て
い
る
の
で
は
な
く
、
「
も
の
の
あ
は
れ
」
に
基
づ
い
て
、

「世
は
さ
だ
め
な
き
こ
そ
い
み
じ
け
れ
」
と
主
張
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

そ
れ
を
肯
定
的
に
見
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
点
で
は
、
確

か
に

『荘
子
』
本
文
と
違

っ
て
、
『南
華
真
経
注
疏
』
の
成
玄
英
の
解

釈
に

一
致
し
て
い
る
。
本
来
注
釈
書
は
そ
の
注
釈
の
対
象
の
思
想
、
内

容
を
正
確
で
、
忠
実
に
解
釈
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
郭

象
と
成
玄
英
は
、
『
荘
子
』
を
解
釈
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
己
の
思

想
を
述
べ
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
の
で
、
『南
華
真
経
注
疏
』
と

『荘

子
』
本
文
と
の
間
に
岨
橋
が
生
じ
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

「夏
の
蝉
」
に
つ
い
て
の
解
釈
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
。

「夏
の
蝉
」
の
出
典
が
、
『
荘
子
』
。
「逍
逢
遊
篇
」
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
は
冒
頭
に
既
に
触
れ
た
。
「逍
遥
遊
篇
」
に
お
い
て
、
道

を
体
得
し
た
い
わ
ゆ
る
絶
対
的
な
超
越
者
の

「逍
逢
」
を
論
証
す
る
た

め
に
、
荘
子
は
、
先
ず
鵬
と
小
鳥
を
例
に
あ
げ
る
。

〈
荘
子
〉
鵬
之
従
二
於
南
冥
一也
、
水
撃
三
千
里
、
博
二
扶
格

一而
上

者
九
萬
里
、
去
以
三
ハ
月
一息
者
也
。
（中
略
）
蝿
興
二
學
鳩

一笑
レ
之

日
、
「我
決
起
而
飛
、
槍
二
楡
紡
「
時
則
不
レ
至
而
控
二
於
地

一而
己

実
。
実
以
之
二
九
萬
里
一而
南
為
。
適
レ
芥
蒼
者
、
三
食
而
反
、
腹

猶
果
然
。
適
二
百
里
・者
、
宿
こ春
糧
ヽ
適
二
千
里
一者
、
二
月
衆
レ
糧
。

之
二
轟
又
何
知
。
」

ふ（鵬
ｂ

弾
冥
に
従
る
や
、
水

の
撃

（激
）
す
る
こ
と
三
千
里
、

扶
格
に
博
ち
て
上
る
こ
と
九
万
里
、
去
る
に
六
月
の
息
を
以
て
す

が
く
き

ゅ
う

る
者
な
り
と

（中
略
）
蝿
と
学
鳩
と
こ
れ
を
笑
い
て
曰
く
、
我
れ

決
起
し
て
飛
び
、
楡
紡
に
槍
り
て
止
ま
る
も
、
時
に
則
い
は
至
ら

ず
し
て
地
に
控

つ
の
み
。
笑
を
以
て
九
万
里
に
之
き
て
南
を
図
ら

ん
や
。
芥
蒼
に
適
く
者
は
三
食
に
し
て
反
り
て
腹
な
お
果
然
た
る

も
、
百
里
に
適
く
者
は
宿
に
糧
を
春
き
、
千
里
に
適
く
者
は
二
月

糧
を
衆
む
。
之
の
二
畠
ま
た
何
ぞ
知
ら
ん
。
）

荘
子
は
、
こ
こ
で
、
羽
ば
た
い
て
九
万
里
の
大
空
に
上
り
、
六

ヶ
月

も
飛
び
続
け
る
大
鵬
の
壮
大
な
飛
翅
と
、
勢
い
よ
く
飛
び
立

っ
て
も
せ

い
ぜ
い
雑
木
に
留
ま
る
ぐ
ら
い
の
鯛
と
学
鳩
の
嘲
笑
を
と
り
あ
げ
、
偉
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大
な
る
も
の
と
卑
小
な
る
も
の
、
大
知
の
世
界
と
小
知
の
世
界
の
相
違

を
述
べ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

『南
華
真
経
注
疏
』
に
お
い
て
、
次
の
よ

う
に
解
釈
す
る
。

〈
郭
象
注
〉
荀
足
二
於
其
性
「
則
雖
二
大
鵬
猛
ギ
以
自
貴
二
於
小
鳥
ヽ

小
鳥
無
レ
羨
二
於
天
地

一而
栄
顧
有
レ
餘
実
。
故
大
小
雖
レ
殊
、
逍
逢

一
也
。

〈
成
玄
英
疏
〉
蝸
、
鳩
聞
下
鵬
鳥
之
宏
大
、
資
二
風
水
・以
高
飛
い
故

喘
二
彼
形
大
而
勧
労
ヽ
欣
二
我
質
小
而
逸
豫
ヽ
且
騰
躍
不
レ
過
二
数

偲
ヽ
突
二楡
檀

一而
栖
集
、
時
困
不
レ
到
二
前
林
ヽ
投
レ
地
息
而
更
起
、

逍
逢
適
レ
性
、
楽
在
二其
中
「

郭
象
は
大
鵬
と
小
鳥
の
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
に
つ
い
て
、
「大
小
雖
レ
殊
、

逍
逢

一
也
」
（大
小
は
異
な
る
が
、
逍
進
と
い
う
点
に
於
い
て
は
変
ら
な
い
）

と
解
釈
し
、
成
玄
英
も
こ
れ
に
同
調
し
、
「
逍
遥
適
レ
性
、
楽
在
・■
（

中
一」
（性
に
従
っ
て
逍
逢
し
、
楽
は
其
の
中
に
あ
る
）
と
疏
を

つ
け
て
い

る
。
荘
子
は
大
知
を
持

つ
大
鵬
の

「
逍
逢
」
を
よ
り
鮮
明
な
も
の
に
す

る
た
め
、
小
知
の
世
界

（世
俗
）
に
こ
だ
わ
る
蝿
と
学
鳩
を
挙
げ
た
の

だ
か
ら
、
郭
象
と
成
玄
英
の
解
釈
は
、
明
ら
か
に
本
文
の
意
味
か
ら
離

反
し
て
い
る
。
『荘
子
』
本
文
と

『南
華
真
経
注
疏
』
の
間
に
生
じ
た

こ
の
胡
醤
は
、
コ
一轟
」
に
対
す
る
解
釈
に
よ

っ
て
よ
り
明
ら
か
に
な

る
。
こ
こ
で
は
、
林
希
逸
の
注
釈
と
の
比
較
に
よ
っ
て
そ
れ
を
分
析
し

て
み
よ
う
。

〈林
希
逸
注
〉
口
国
日
日
囲
旧
国
、
言
彼
何
足
二
以
知
レ此
、
故
日
、

又
何
知
。
小
知
不
レ
及
二
大
知
ヽ
小
年
不
レ
及
二
大
年
「

〈郭
象
注
〉
口
園
曰
日
間
岡
岡
目
岬

対
二
大
於
小
ヽ
所
ヨ
以
均
二
異

趣
・也
、
夫
趣
之
所
コ
以
異
ヽ
豊
知
レ
異
而
異
哉
。
皆
不
レ
知
三
所
コ
以

然
・而
自
然
耳
。
自
然
耳
、
不
レ
為
也
。
此
逍
遥
之
大
意
。

〈
成
玄
英
疏
〉
郭
注
云
、
国
園
日
間
岡
幽
、
対
二
大
於
小
ヽ
所
ヨ
以

均
二
異
趣
一也
。
且
大
鵬
博
二
風
九
万
一小
鳥
決
二起
楡
栃
ヽ
雖
二
復
遠

近
不
ラ
同
、
適
レ
性
均
也
。

「
二
轟
」
に
つ
い
て
、
林
希
逸
が

「蝿
」
と

「
鳩
」
を
あ
げ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
『南
華
真
経
注
疏
』
に
お
い
て
は
、
「鵬
蝿
」
だ
と
解
釈

さ
れ
て
い
る
。
『荘
子
』
本
文
を
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
林
希
逸
注
の
ほ

う
が
、
本
文
の
内
容
に
よ
り
忠
実
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
荘
子
は
鵬

と
小
鳥
を
例
に
挙
げ
て
大
知
の
世
界
と
小
知
の
世
界
の
相
違
を
説
明
し

た
後
、
更
に
寿
命

の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
『
徒
然
草
』
第
七
段
の

「
夏
の
蝉
」
の
出
典
と
さ
れ
る

「
蝠
姑
」

一
句
が
こ
こ
に
現
わ
れ
て
く

２一
。
〈
荘
子
〉
小
知
不
レ
及
二
大
知
ヽ
小
年
不
レ
及
二
大
年
「
笑
以
知
・■
（

然
一也
、
朝
菌
不
レ
知
二
晦
朔
「
蝠
姑
不
レ
知
二
春
秋
ヽ
此
小
年
也
。

楚
之
南
有
二
冥
霊
者
ヽ
以
二
五
百
歳

・為
レ
春
、
五
百
歳
為
レ
秋
、
上

古
有
二
大
椿
者
ヽ
以
二
八
千
歳

・為
レ
春
、
八
千
歳
為
レ
秋
、
而
彰
祖

乃
今
以
レ久
特
聞
、
衆
人
匹
レ
之
、
不
二
亦
悲
一乎
。

（小
知
は
大
知
に
及
ば
ず
、
小
年
は
大
年
に
及
ば
ず
。
霙
を
以
て

其
の
然
る
を
知
る
や
。
朝
っ就
は
晦
朔
を
知
ら
ず
、
蝠
姑
は
春
秋

を
知
ら
ず
。
此
れ
小
年
な
り
。
楚
の
南
に
冥

霊
な
る
者
訪
初
、

五
百
歳
を
以
て
春
と
為
し
五
百
歳
を
秋
と
為
す
。
上
古
に
大
椿
な

-46-



る
者
あ
り
、
八
千
歳
を
以
て
春
と
為
し
八
千
歳
を
秋
と
為
す
。
而

る
に
彰
祖
は
乃
今
久
を
以
て
特
り
聞
こ
え
、
衆
人
こ
れ
に
匹
ぶ
、

亦
た
悲
し
か
ら
ず
や
。
）

荘
子
は
朝
生
え
て
夕
方
に
死
ん
で
い
く
朝
菌
や
春
に
生
ま
れ
て
夏
に

死
ん
で
ゆ
く
嫁
姑
に
と

っ
て
、
樹
齢
千
年
の
大
椿
の
存
在
を
当
然
知
ら

な
い
の
だ
と
い
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
大
知
と
小
知
に
つ
い
て
の
信
憑
性

を
高
め
、
世
俗
を
超
越
し
た
逍
逢
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
林
希

逸
は
こ
の

一
節
を
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。

〈
林
希
逸
注
〉
蟻
姑
、
寒
蝉
也
。
春
生
夏
死
、
夏
生
秋
死
、
不
レ
見
ニ

四
時
之
全
ヽ
故
日
・小
年
い
冥
霊
、
木
名
也
。
大
椿
、
亦
木
名
也
。

此
亦
寓
言
、
不
三
必
求
二
其
実
言
「
冥
霊
之
生
、　
一
千
年
方
当
三

歳
「
大
椿
之
生
、　
一
萬
六
千
年
方
当

一
歳
、
（中
略
）
是
見
レ
小
而

不
レ
知
レ
大
也
。

こ
こ
で

「蟷
蟷
」
が

「寒
蝉
」
と
解
釈
さ
れ
、
そ
し
て

「
四
時
之

全
」
（四
季
）
を
見
ず
に
死
ん
で
い
く
こ
の
は
か
な
い
も
の
が
樹
齢

一

萬
六
千
年
相
当
の

「大
椿
」
の
こ
と
を
ど
う
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
よ

う
か
と
述
べ
て
、
小
知
と
大
知
を
区
別
す
る
。
し
か
し
、
『南
華
真
経

注
疏
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
区
別
は
見
あ
た
ら
な
い
。

〈郭
象
注
〉
夫
物
未
下
嘗
以
レ
大
欲
レ
小
、
而
必
以
レ
小
羨
‘
大
、
故

挙
二
小
大
之
殊
一各
有
二定
分
つ
非
二羨
欲
所
レ
及
、
則
羨
欲
之
累
可
二

以
絶

・臭
。
夫
悲
生
二
於
累
ヽ
累
絶
則
悲
去
、
悲
去
而
性
命
不
レ
安

者
、
未
二
之
有
・也
。

〈
成
玄
英
疏
〉
蟻
姑
、
夏
蝉
也
。
生
二
於
麦
梗
ヽ
亦
謂
二
之
麦
節
ヽ

夏
生
秋
死
、
故
不
レ
知
二
春
秋

一也
。
（中
略
）
各
止
・■
（分
ヽ
而
性

命
安
実
。

郭
象
は

「
人
々
は
大
を
持

っ
て
小
を
欲
す
る
の
で
は
な
く
、
い
つ
も

小
を
以
て
大
を
欲
す
る
の
で
、
累
い
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
実
は

大
き
い
も
の
に
も
小
さ
い
も
の
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
が
あ
る
。
こ
れ
を

認
識
す
れ
ば
、
累
い
も
乗
り
越
え
る
わ
け
で
あ
る
。
人
間
の
悲
し
み
は

累
い
か
ら
生
じ
る
も
の
で
、
累
い
が
な
く
な
れ
ば
、
悲
し
み
も
無
く
な

る
」
と
解
釈
す
る
。
成
玄
英
は
、
郭
注
よ
り
は
比
較
的
に
荘
子
本
文
に

そ
っ
て
解
釈
し
て
い
る
が
、
結
果
的
に
は

「各
々
其
の
分
に
止
ま
れ
ば
、

生
き
る
こ
と
も
安
ら
か
に
な
る
」
と
述
べ
て
、
郭
注
に
同
調
す
る
。

荘
子
の
根
本
思
想
は
無
為
自
然
と
万
物
斉
同
で
あ
る
。
無
為
自
然
に

つ
い
て
は
本
稿
の
第
二
節
に
触
れ
る
が
、
こ
こ
で
は

「
逍
遥
遊
篇
」
に

お
け
る

「
万
物
斉
同
」
思
想
に
つ
い
て
、
『
南
華
真
経
注
疏
』
の
解
釈

を
分
析
し
て
み
た
い
。
『
荘
子
』
内
篇

・
斉
物
論
篇
に
お
い
て
次
の
よ

う
な
論
述
が
あ
る
。

〈
荘
子
〉
天
下
莫
レ
大
二
於
秋
豪
之
末

・而
太
山
為
レ
小
、
莫
レ
寿
二
乎

蕩
子
・而
彰
祖
為
レ
夭
。
天
地
興
レ
我
並
生
、
而
万
物
興
レ
我
為
竺

。

（天
下
秋

豪
の
末
よ
り
大
な
る
は
莫
く
、
而
し
て
太

（泰
）
山
を

小
と
為
す
。
蕩
子
よ
り
寿
な
る
は
莫
く
、
而
し
て
彰
祖
を
夭
と
為

す
。
天
地
も
我
れ
と
並
び
生
じ
、
而
し
て
万
物
も
我
れ
と

一
た

り
。
）

「
万
物
斉
同
」
と
は
、
大
小
、
長
短
、
生
死
な
ど

一
切
の
対
立
と
矛

盾
を
斉
し
く
見
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
境
地
に
達
す
る
に
は
、　
一
つ
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の
条
件
が
あ
る
。
即
ち

「逍
蓬
遊
篇
」
の

「
至
人

・
神
人

・
聖
人
」
の

よ
う
な
絶
対
的
な
超
越
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
絶
対
的
な
超
越
者

に
な
れ
ば
、
常
識
で
は
大
き
な
も
の
の
極
致
と
す
る
巨
大
な
泰
山
ほ
ど

小
さ
い
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
幼
く
し
て
死
ん
だ
子
供
も

こ
の
上
な
く
長
寿
で
あ
り
、
八
百
歳
を
生
き
た
と
い
う
彰
祖
の
長
寿
も

短
い
命
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て

『
南
華
真
経
注
疏
』
は
次
の
よ

う
に
解
釈
す
る
。

〈郭
象
〉
無
レ
小
無
レ
大
、
無
レ寿
無
レ
夭
。
是
以
蝠
姑
不
レ
羨
二
大
椿
・

而
悠
然
自
得
、
斥
鶉
不
Ｌ
員
二
天
地

・而
栄
願
以
足
。
荀
足
二
於
天

然
・而
安
二
其
性
分
¨
故
雖
二
天
地
・未
レ
足
レ
為
レ
寿
。
而
興
レ
我
並
生
、

万
物
未
レ
足
レ
為
レ
異
而
興
レ
我
同
得
。

〈成
玄
英
疏
〉
夫
物
之
生
也
、
形
気
不
レ
同
、
有
レ
小
有
レ
大
、
有
レ

夭
有
レ
寿
、
若
以
二
性
分
喜
ヌ
之
、
無
レ
不
二
自
足
「

郭
象
は
荘
子
の
万
物
斉
同
と
い
う
根
本
思
想
を
尊
重
す
る

一
方
、
荘

子
本
文
の
よ
う
に
絶
対
者
と
い
う
条
件
を
完
全
に
無
視
し
、
あ
く
ま
で

「性
分
」
に
視
点
を
置
く
。
性
分
か
ら
見
れ
ば
、
大
小
、
長
短
を
問
わ

ず

「
も
の
」
は
お
の
お
の
逍
逢
が
で
き
る
。
こ
の

「性
分
」
を
説
明
す

る
た
め
に
郭
象
は
あ
ら
た
め
て

「逍
邊
遊
篇
」
に
現
わ
れ
た
短
命
な

「憶
姑
」
、
世
俗
的
な

「斥
鶉
」
を
取
り
上
げ
た
。
成
玄
英
も
郭
注
に
同

調
す
る
。

本
節
の
冒
頭
に
も
言
及
し
た
が
、
『徒
然
草
』
第
七
段
に
お
い
て
、

兼
好
は
人
間
の
寿
命
が
い
か
に
長
い
か
を
論
証
す
る
た
め
に
、
「夏
の

蝉
」
を
そ
の
比
較
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
は

荘
子
本
文
に
お
け
る

「
蝠
姑
」
の
扱
い
方
と
同
じ
で
は
あ
る
が
、
「夏

の
蝉
」
を
肯
定
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
『南
華
真
経
注
疏
』
の

解
釈
と
同
じ
で
あ
る
。
上
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
『南
華
真
経
注
疏
』

と
比
べ
て
林
希
逸
注
は
荘
子
本
文
の
思
想
に
忠
実
で
あ
る
。
し
か
し
、

だ
か
ら
こ
そ
、
林
注
で
は

『徒
然
草
』
第
七
段
の

「夏
の
蝉
」
を
解
釈

す
る
に
は
、
無
理
が
あ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
考
察
か
ら
見
れ
ば
、
兼

好
は

「夏
の
蝉
」
と
い
う

一
語
を
単
に
引
用
し
た
の
で
は
な
く
、
や
は

り

『南
華
真
経
注
疏
』
を
頼
り
に

『荘
子
』
を
理
解
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

一
一

「夏
の
蝉
」
と

『南
華
真
経
注
疏
』
に
お
け
る

「自
然
」

『
徒
然
草
』
第
七
段
に
は

『
荘
子
』
か
ら
の
出
典
と
す
る
語
句
が
も

う

一
つ
あ
る
。
「
命
長
け
れ
ば
辱
多
し
」
で
あ
る
。
「世
は
さ
だ
め
な
き

こ
そ
い
み
じ
け
れ
」
と
い
う
主
旨
か
ら
見
れ
ば
、
命
が
は
か
な
い

「
夏

の
蝉
」
を
例
に
挙
げ
て
、
「命
長
け
れ
ば
辱
多
し
」
と
述
べ
る
の
は
、

ご
く
自
然
な
流
れ
で
は
あ
る
が
、
『
荘
子
』
本
文
に
お
い
て
は
、
「命
長

け
れ
ば
辱
多
し
」
の
出
典
と
さ
れ
る

「
多
男
子
則
多
レ
燿
、
富
則
多
レ
事
、

壽
則
多
レ
辱
」
と
い
う
言
葉
を
否
定
的
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、

兼
好
の
よ
う
に
肯
定
的
に
書
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。

「夏
の
蝉
春
秋
を
知
ら
ぬ
」
は

『荘
子
』
内
篇
の

「逍
遥
遊
篇
」
が

そ
の
出
典
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「命
長
け
れ
ば
辱
多
し
」
は

外
篇
の

「天
地
篇
」
が
そ
の
出
典
と
さ
れ
て
い
る
。
内
篇
は
比
較
的
荘

子
の
本
来
の
思
想
に
忠
実
な
も
の
、
こ
れ
に
対
し
て
外
篇
は
荘
子
以
後
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の
道
家
の
人
々
が
書
き

つ
い
で
い
っ
た
も
の
、
と
い
う
の
が
今
日
の
見

方
の
大
勢
を
占
め
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
内
篇
と
外
篇
の
あ
い
だ
に

は
、
か
な
り
顕
著
な
思
想
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
森
三
樹
二
郎
氏
の
言

葉
を
借
り
て
簡
単
に
言
え
ば
、
内
篇
は

「
人
間
の
外
に
あ
る
自
然
」
、

外
篇
は

「人
間
の
内
に
あ
る
自
然
」
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「人
間
の
外
に
あ
る
自
然
」
と
は
人
力
で
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

も
の
、
「人
間
の
内
に
あ
る
自
然
」
と
は
人
間
の

「
性
」
、
「本
性
」
の

こ
と
に
は
か
な
ら
な
い
。
「
命
長
け
れ
ば
辱
多
し
」
と
い
う

一
句
の
出

典
と
す
る
外
篇
の
寓
話
は
正
に
そ
の

「内
に
あ
る
自
然
」
を
述
べ
た
代

表
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
「帝
郷
寓
話
」
の
全
文
を
掲
示
す
る
。

〈
荘
子
〉
尭
観
二
乎
華
“
華
封
人
日
、
「
嘔
、
聖
人
、
請
祝
二
聖
人
「

使
二
聖
人
壽
醒

尭

日
、
「
辞
」
「使
二
聖
人
富
置

発
日

「辞
。
」

「使
三
聖
人
多
二
男
子
置

尭
日

「辞
。
」
封
人
日

「壽

・
富

。
多
二
男

子
ヽ
人
之
所
レ
欲
也
、
汝
獨
不
レ
欲
。
何
邪
。
」
尭
日

「多
二
男
子
・

則
多
レ
擢
。
富
則
多
レ
事
。
壽
則
多
レ
辱
。
是
三
者
、
非
レ
所
二
以
養

レ
徳
也
。
故
辞
。
」
封
人
日

「始
也
、
我
以
汝
為
聖
人
邪
。
今
然
君

子
也
。
天
生
二
萬
民
ヽ
必
授
二
之
職
つ
多
二
男
子
一而
授
二
之
職
ヽ
則

何
擢
之
有
。
富
而
使
二
人
分
レ
之
、
則
何
事
之
有
。
夫
聖
人
鶉
居
而

穀
食
、
鳥
行
而
無
レ
彰
。
天
下
有
レ
道
、
則
興
レ
物
皆
昌
。
天
下
無

レ
道
、
則
脩
レ
徳
就
レ
間
。
千
歳
厭
レ
世
、
去
而
上
倦
。
乗
二
彼
白
雲
「

至
二
子
帝
郷
「
三
患
莫
レ
至
、
身
常
無
レ狭
。
則
何
辱
之
有
。
」
封
人

去
レ
之
、
売
随
之
、
日
、
製
鵡
問
。
」
封
人
日
、
「
退
己
」
。

（尭
、
華
に
観
ぶ
。
華
の
封
人
日
わ
く
、
「嗜
、
聖
人
よ
、
請
う
聖

人
を
祝
し
、
聖
人
を
し
て
壽
な
ら
し
め
ん
」
と
。
尭
日
わ
く
、

「辞
す
」
と
。
「
聖
人
を
し

て
富
ま
し
め
ん
」
と
。
尭
日
わ
く
、

「辞
す
と
」
。
「
聖
人
を
し
て
男
子
多
か
ら
し
め
ん
」
と
。
尭
日
わ

く
。
「辞
す
と
」
。
封
人
日
わ
く
、
「壽
と
富
と
男
子
多
き
と
は
、

人
の
欲
す
る
所
な
り
。
汝
獨
り
欲
せ
ざ
る
は
何
ぞ
や
」
と
。
尭
日

わ
く

「男
子
多
け
れ
ば
則
ち
擢
れ
多
く
、
富
め
ば
則
ち
事
多
く
、

壽
な
れ
ば
則
ち
辱
ず
か
し
め
多
し
。
是
の
三
者
は
、
徳
を
養
う
所

以
に
非
ざ
る
な
り
。
故
に
辞
す
」
と
。
封
人
日
わ
く
、
「始
め
は

我
れ
汝
を
以
て
聖
人
と
為
せ
り
。
今
は
然
ち
君
子
な
り
。
天
、
萬

民
を
生
ず
る
や
、
必
ず
之
れ
に
職
を
授
く
。
男
子
多
く
と
も
こ
れ

に
職
を
授
く
れ
ば
、
則
ち
何
の
擢
れ
か
之
れ
有
ら
ん
。
富
む
と
も

人
を
し
て
こ
れ
を
分
か
た
し
む
れ
ば
、
則
ち
何
の
事
か
之
れ
有
ら

ん
。
夫
の
聖
人
は
鶉

居
し
て
穀
食
し
、
鳥

行
し
て
彰
る
る
な
し
。

天
下
に
道
あ
れ
ば
、
則
ち
物
と
皆
な
昌
え
、
天
下
道
な
け
れ
ば
、

則
ち
徳
を
脩
め
て
間
に
就
き
、
千
歳
世
を
厭
え
ば
、
去
り
て

上

倦
し
、
彼
の
自
雲
に
乗
り
て
帝
郷
に
至
る
。
三
患
は
至
る
と
な
く
、

わ
ず
ら

身
は
常
に
狭
い
な
け
れ
ば
、
則
ち
何
の
辱
ず
か
し
め
か
こ
れ
有
ら

ん
」
と
。
封
人
こ
れ
を
去
る
。
尭
こ
れ
に
随
い
て
日
わ
く
、
塁
祠

い
問
わ
ん
」
と
。
封
人
日
わ
く
、
「退
か
ん
の
み
」
と
。
）

寓
話
の
全
文
を
読
め
ば
、
尭
の

「多
二
男
子
一則
多
レ
燿
。
富
則
多
レ
事
。

壽
則
多
レ
辱
」
と
い
う
言
葉
に
対
し
、
封
人
が
反
論
す
る
の
で
、
寓
話

の
主
題
は
、
そ
の
反
論
の
ほ
う
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

寓
話
に
お
い
て
は
、
人
間
の
欲
望
と
い
う
も
の
を

「自
然
な
天
性
」
と



し
て
、
「
天
生
二
萬
民
ヽ
必
授
二
之
職
「
多
二
男
子
一而
授
二
之
職

・則
何
擢

之
有
。
富
而
使
二
人
分
レ
之
、
則
何
事
之
有
」
と
述
べ
た
後
、
寿
命
の
こ

と
に
触
れ
て
、
長
寿
を
辱
と
す
る
尭
を
批
判
し
、
「千
歳
厭
レ世
、
去
而

上
倦
。
乗
二
彼
白
雲
ヽ
至
二
千
帝
郷
置

と
い
っ
て
、
聖
人
の
あ
る
べ
き

姿
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
荘
子
哲
学
の
神
仙
思
想
化
は
、
『
荘

子
』
の
後
次
的
な
展
開
の
方
向
と
な
る
。
そ
の
理
由
は
、
内
篇
の

「逍

遥
遊
篇
」
の

「貌
姑
射
之
山
の
神
人
」
の
描
写
と
か
か
わ

っ
て
い
る
と

従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
夏
の
蝉
」
の
出
典
と
さ
れ
る

「逍
逢

遊
篇
」
に
次
の
よ
う
な
描
写
が
あ
る
。

〈荘
子
〉
貌
姑
射
之
山
、
有
二神
人
一居
焉
。
肌
膚
若
二
氷
雪
ヽ
綽
約

若
二
虎
子
「
不
レ
食
二
五
穀
ヽ
吸
レ
風
飲
レ
露
。
乗
二
雲
気
ヽ
御
二
飛
龍
ヽ

而
遊
二
乎
四
海
之
外
「

（貌
き
姑
射
の
山
に
、
神
人
あ
り
て
居
る
、
肌
膚
は
氷
雪
の
ご
と

く
綽

約
た
る
こ
と
虎
子
の
若
し
。
五
穀
を
食
ら
わ
ず
風
を
吸
い

露
を
飲
み
、
雲
気
に
乗
じ
、
飛
龍
に
御
し
て
四
海
の
外
に
遊
ぶ
。
）

荘
子
は
こ
の
貌
姑
射
の
山
の
神
人
の
柔
和
さ
と
強
靭
さ
と
宇
宙
的
な

精
神
の
は
た
ら
き
の
中
に
、
絶
対
的
な
超
越
者
の
至
高
至
大
の
徳
と
功

と
を
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
神
の
実
在
を
信
じ
て
い
た
の
で
は
な
く
、

単
に
空
想
を
楽
し
む
た
め
に
用
い
た
手
段
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
、
『南
華
真
経
注
疏
』
に
は

〈
郭
象
注
〉
夫
神
人
即
今
所
謂
聖
人
也
。
夫
聖
人
雖
レ
在
二
廟
堂
之

上
ヽ
然
其
心
無
レ
異
二
於
山
林
之
中
つ

と
あ
る
。
こ
こ
で
、
「神
人
」
が

「聖
人
」
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
「廟

堂
の
聖
人
」
と
は
、
治
世
者
と
し
て
の
天
子
の
こ
と
で
あ
り
、
「夫
聖

人
雖
レ
在
二
廟
堂
之
上
ヽ
然
其
心
無
レ
異
二
於
山
林
之
中
こ

と
は
、
「人
間

の
内
に
あ
る
自
然
」
の
こ
と
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
は
郭
象

な
り
に
理
解
さ
れ
た

「
無
為
自
然
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
成
玄
英

は
更
に
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。

〈
成
玄
英
疏
〉
言
聖
人
動
寂
相
応
、
則
空
有
並
照
。
雖
レ
居
二
廊
廟
ヽ

無
レ
異
二
山
林
「
和
レ
光
同
レ
塵
、
在
レ
染
不
レ
染
、
氷
雪
取
二
其
潔
浄
「

綽
約
讐
以
二
柔
和
ヽ
虎
子
不
二
為
レ
物
傷
ヽ
姑
射
語
・■
（絶
遠
「
此

明
二
尭
之
盛
徳
「

こ
こ
で

「動
」
は

「廟
堂
の
上
」
、
「寂
」
は

「山
林
の
中
」
を
指
し

て
い
る
。
「動
寂
相
応
」
と
は
郭
象
の

「
聖
人
雖
レ
在
二
廟
堂
之
上
ヽ
然

其
心
無
レ
異
二
於
山
林
之
中

こ

に
対
す
る
仏
教
的
な
解
釈
だ
と
い
っ
て

も
い
い
だ
ろ
う
。
成
玄
英
は
、
こ
の

「動
寂
相
応
」
を

「尭
の
盛
徳
」

と
し
て
解
釈
し
、
外
篇

・
天
地
篇
に
お
い
て
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
説
明

を
加
え
る
。

〈
成
玄
英
疏
〉
是
以
即
レ
寂
而
動
、
即
レ
動
而
寂
、
無
レ
為
有
レ
為
、

有
レ
為
無
レ
為
。
有
無

一
時
、
動
寂
相
即
。
故
可
レ
為
二
君
中
之
君
、

父
中
之
父
「

こ
こ
で
、
「動
寂
」
が

「
有
為
無
為
」
で
あ
る
こ
と
を
は

っ
き
り
と

示
し
て
い
る
。
こ
の

「有
為
無
為
」
に
よ

っ
て
、
「
聖
人
在
二
廟
堂
之

上
ヽ
然
其
心
無
レ
異
二
於
山
林
之
中

こ

を
解
釈
す
れ
ば
、
即
ち
聖
人
と

し
て
身
は

「廟
堂
に
あ
る
」
と
い
う

「
有
為
」
で
あ
る
が
、
其
の
心
は

「
山
林
の
中
に
い
る
」
と
い
う

「
無
為
」
で
あ
る
。
成
玄
英
は

『
帝
郷



寓
話
』
に
お
い
て
も
、
「有
為
無
為
」
で

「聖
人
」
を
解
釈
す
る
。
次

は
寓
話
の
冒
頭
部
分
の
本
文
と
成
玄
英
の
解
釈
で
あ
る
。

〈
荘
子
〉
尭
日

「多
二
男
子
一則
多
レ燿
。
富
則
多
レ
事
。
壽
則
多
レ
辱
。

是
三
者
、
非
レ
所
コ
以
養
レ
徳
也
、
故
辞
。
」

〈
成
玄
英
疏
〉
夫
子
胤
多
扶
疏
、
憂
燿
斯
重
、
財
貨
殷
盛
、
則
事

業
賞
繁
、
命
寿
延
長
則
胎
二
困
辱
「
三
者
未
レ
足
レ
養
・猛
〔為
之
徳
「

適
可
三
以
益
二
有
為
之
累
ヽ
所
コ
以
並
辞
「

〈荘
子
〉
封
人
日

「我
以
レ
汝
為
二
聖
人
一邪
。
今
然
君
子
也
。
」

〈
成
玄
英
疏
〉
我
始
言
レ
汝
有
無
雙
照
、
便
為
二体
レ
道
聖
人
¨
今
既

捨
レ
有
趣
レ
無
、
適
是
賢
人
君
子
也
。

こ
こ
で
、
成
玄
英
は
尭
が

「多
男
子

・
富

。
長
寿
」
を
辞
す
る
の
は
、

こ
の
三
者
が
、
無
為
の
徳
を
養
う
も
の
で
は
な
く
有
為
の
累
を
益
す
も

の
だ
か
ら
で
あ
る
と
解
釈
し
、
そ
し
て
、
「有
為

に
よ
る
無
為
」
を

「
聖
人
」
解
釈
の
基
準
に
し
て
い
る
。

こ
こ
の

「有
無
雙
照
」
は
、
逍
遥
遊
篇
疏
の

「空
有
並
照
」
と
同
じ

意
味
で
あ
る
が
、
老
荘
の

「無
」
の
思
想
が
、
仏
教
の

「空
」
に
よ

っ

て
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
だ
ろ
う
。
成
玄
英
は

「
有
為
に
よ

る
無
為
」
こ
そ

「聖
人
」
の
本
質
だ
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
本
文

で
は
、
尭
は
人
間
の
自
然
な
状
態
と
し
て
の

「無
為
」
だ
け
を
強
調
し
、

人
間
の
欲
望
の
達
成
に
よ
る
無
為
」
を
無
視
し
て
い
る
の
で
、
封
人
か

ら

「
君
子
」
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
「君
子
」
は
、
成
玄
英
の
疏
に

お
い
て
、
「
賢
人
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

「聖
人
」
と

「
賢
人
」

に
つ
い
て
、
『南
華
真
経
注
疏
』
。
「逍
逢
遊
篇
」
の
中
で
詳
し
く
説
明

さ
れ
て
い
る
。

『
荘
子
』
の
中
で
は
、
尭
が
天
下
を
譲
る
話
が
何
回
か
持
ち
出
さ
れ

る
が
、
い
ず
れ
も
、
許
由
と
の
対
話
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
本
文
に
お
い
て
は
、
許
由
が
尭
の
師
と
し
て
名
を
求
め
ぬ
隠
者
、

絶
対
的
な
超
越
者
と
し
て
登
場
す
る
が
、
『
南
華
真
経
注
疏
』
に
お
い

て
は
、
そ
の
上
下
関
係
が
逆
に
な
っ
て
尭
と
許
由
が
そ
れ
ぞ
れ
聖
人
と

賢
人
と
し
て
登
場
す
る
形
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
成
玄
英

の
疏
に
も
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

〈
成
玄
英
疏
〉
然
観
二
荘
文
・則
貶
レ
尭
而
推
レ
許
、
尋
二
郭
注
・乃
劣
レ

許
而
優
レ
尭
者
、
何
耶
。
（中
略
）
賢
聖
二
塗
。
相
去
遠
夫
。

成
玄
英
は
尭
と
許
由
の
上
下
関
係
に
つ
い
て
の
荘
子
本
文
と
郭
注
に

お
け
る
食
い
違
い
の
ほ
か
、
聖
人
と
賢
人
の
間
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
聖
人
と
賢
人
に
つ
い
て
、
『郭
象
注
』
に

ま

〈郭
象
注
〉
帝
尭
許
由
各
静
二
其
所
，
遇
、
此
乃
天
下
之
至
賞
也
、

各
得
・■
（賓
ヽ
又
何
所
レ
為
乎
哉
。
自
得
而
已
臭
、
故
尭
許
之
行

雖
レ
異
、
其
於
二
逍
逢
Ｌ

也
。

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
聖
人
と
賢
人
の
行
い
は
異
な
る
が
郭
象
は
そ
れ
を
、

大
鵬
と
小
鳥
、
大
椿
と
蟻
姑
と
同
じ
よ
う
に
、
「逍
追

一
致
」
と
い
う

立
場
か
ら
解
釈
し
て
い
る
。

『
南
華
真
経
注
疏
』
の
解
釈
で
は
、
「帝
郷
寓
話
」
の
主
旨
は
、
尭
を

批
判
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も

「
無
為
自
然
」

に
対
す
る
見
解
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
「
逍
遥
」
と
い
う
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立
場
か
ら
見
れ
ば
、
「有
為
に
よ
る
無
為
」
を
主
張
す
る

「聖
人
」
だ

け
を
肯
定
的
に
取
り
、
無
為
だ
け
を
強
調
す
る
賢
人
を
否
定
的
に
取
る

こ
と
は
当
然
あ
り
え
な
い
。
だ
か
ら
兼
好
が

「
命
長
け
れ
ば
辱
多
し
」

を
肯
定
的
に
述
べ
る
の
は
、
「
夏
の
蝉
」
を
肯
定
的
に
見
る
こ
と
と
連

動
す
る
も
の
と
見
ら
れ
、
『
南
華
真
経
注
疏
』
を
通
し
て
、
『荘
子
』
を

熟
読
し
た
う
え
で
逆
用
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

勿
論
、
兼
好
の
見
方
は

『南
華
真
経
注
疏
』
の
解
釈
と
完
全
に

一
致

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
『南
華
真
経
注
疏
』
に
お
い
て
は
、
命
の

は
か
な
い

「
夏
の
蝉
」
、
「寿
則
多
辱
」
を
主
張
す
る

「
賢
人
」
的
な
見

方
だ
け
で
は
な
く
、
「
五
百
歳
を
春
と
し
、
五
百
歳
を
秋
と
す
る
」
「大

椿
」
、
「千
歳
厭
世
、
去
而
上
倦
」
を
主
張
す
る

「
聖
人
」
的
な
見
方
も

肯
定
す
る
。
し
か
し
、
『
徒
然
草
』
第
七
段
に
お
い
て
は
、
兼
好
は
、

命
の
は
か
な
い

「夏
の
蝉
」
は
肯
定
す
る
が
、
長
寿
に
対
し
て
は
強
く

否
定
す
る
。
こ
れ
は

『徒
然
草
』
と

『南
華
真
経
注
疏
』
と
の
大
き
な

相
違
点
だ
と
い
え
よ
う
。

〓
一

「夏
の
蝉
」
と

『
南
華
真
経
注
疏
』
に
お
け
る

「無
常
」

こ
れ
ま
で

『
徒
然
草
』
に
お
け
る
無
常
観
は
殆
ど
仏
教
的
無
常
観
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
第
七
段
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
「
あ
だ
し

野
の
露
」
、
「鳥
部
山
の
煙
」
と
い
っ
た
墓
地
、
火
葬
場
と
い
う
固
有
名

詞
か
ら
、
と
も
す
れ
ば
、
仏
教
の
無
常
観
が
素
地
に
な

っ
て
の
兼
好
独

自
の
物
の
観
方
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
兼
好
は
、
そ
の

「
あ
だ
し

野
の
露
消
ゆ
る
」
こ
と
、
そ
の

「鳥
部
山
の
煙
立
ち
去
」
る
こ
と
を
悲

哀
の
気
持
ち
で
見
て
い
る
の
で
は
な
く
、
却

っ
て

「世
は
さ
だ
め
な
き

こ
そ
い
み
じ
け
れ
」
と
主
張
し
て
、
世
の
無
常
を
讃
え
て
い
る
。
「
か

げ
ろ
ふ
の
夕
を
待
ち
、
夏
の
蝉
の
春
秋
を
知
ら
ぬ
も
あ
る
ぞ
か
し
。

つ

く
づ
く
と

一
年
を
く
ら
す
ほ
ど
だ
に
も
、
こ
よ
な
う
の
ど
け
し
や
」
。

「
命
長
け
れ
ば
、
辱
多
し
」
な
ど
の
言
葉
は
こ
の
主
張
に
結
び

つ
き
、

そ
れ
を
支
え
て
い
る
。
兼
好
の
無
常
観
に
つ
い
て
桜
井
好
朗
氏
は
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。

無
常
を
悲
嘆
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を
ゆ
と
り
を
も

っ

て
味
わ
お
う
と
す
る
態
度
は
、
老
荘
思
想
の
導
入
の
上
に
確
立
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
（中
略
）
兼
好
の
よ
う
に
気
ま
ま
な
隠

遁
を
目
指
す
ほ
ど
に
、
隠
遁
精
神
に
も
ゆ
と
り
が
生
じ
、
老
荘
思

想
が
そ
の
中
に
再
生
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
そ
し
て
そ
う
い

う
思
想
の
導
入
に
よ
っ
て
、
無
常
観
も
ま
た
変
質
し
て
き
た
の
で

あ
る
。

氏
は
こ
こ
で
兼
好
の
無
常
観
に
老
荘
思
想
の
導
入
を
認
め
て
い
る
。

仏
教
と
同
じ
よ
う
に

『荘
子
』
に
も
無
常
思
想
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

「夏
の
蝉
」
が
出
典
と
さ
れ
る

「逍
邊
遊
篇
」
に
も
は

っ
き
り
と
現
わ

れ
て
い
る
。
「逍
逢
遊
篇
」
に
お
け
る
無
常
思
想
に
つ
い
て
は
、
唐
亦

男
氏
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

逍
追
遊
篇
従
表
面
看
不
過
是

一
種
神
話
寓
言
的
故
事
題
材
、
而
実

際
上
却
為
荘
子
開
宗
明
義
顕
示
其

「境
界
」
、
以
及
用
来
表
明
其

道
術
之
精
神
興
理
想
的
。
要
明
白
此
理
、
必
先
了
解
荘
子
之
道
術

特
主
於

「変
化
、
即
天
下
篇
所
謂

「寂
漠
無
形
、
変
化
無
常
」
之
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意
、
這
種
主

「変
」
的
思
想
、
実
為
荘
子
哲
学
的
精
神
特
色
。

（引
用
者
訳
　
表
面
か
ら
見
れ
ば

『逍
逢
遊
篇
』
は
た
だ

一
種
の

寓
話
に
す
ぎ
な
い
が
、
実
は
荘
子
の
主
旨
を
解
明
し
、
其
の
道
術

の
精
神
及
び
理
想
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
れ
を
理
解
す

る
た
め
に
は
、
ま
ず

「変
化
」
を
主
眼
と
す
る
荘
子
の
道
術
、
即

ち
天
下
篇
の

「寂
真
無
形
、
変
化
無
常
」
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の

「変
化
」
を
重
ん
じ
る
思
想
は
、
実
は
荘
子
哲
学

の
精
神
的
特
色
で
あ
る
。
）

「
天
下
篇
」
は

『
荘
子
』
書
の
最
後
篇
で
、
こ
の
篇
に
荘
子
の
後
学

者
の

一
連
の
論
説
が
掲
載
さ
れ
て
あ
る
。
思
想
研
究
の
最
古
の
文
献
の

一
つ
、
ま
た

『荘
子
』
書
の
後
序
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
中
で

「荘
周
説
」
と
い
う

『荘
子
』
書
の
内
容
を
論
述
し
た

も
の
が
あ
る
。
唐
氏
の
言
及
し
た
の
は
こ
の
論
説
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

こ
で
そ
の

一
部
を
と
り
あ
げ
る
。

〈荘
子
〉
寂
漠
無
レ
形
、
変
化
無
レ
常
。
死
興
生
興
、
天
地
並
興
、

神
明
往
興
。
苦
乎
何
之
、
忽
乎
何
適
。
万
物
畢
羅
、
莫
レ
足
二
以

帰
・
（中
略
）
其
書
雖
二
愧
偉

・　
而
聯
副
無
レ
傷
也
。
其
辞
雖
二
参

差
一而
淑
詭
可
レ
観
。
彼
其
充
実
、
不
レ
可
二
以
己
一　
上
興
造
物
者
一

遊
、
而
下
興
忘
二
死
生

・無
終
始
者
為
レ
友
。
今
荘
子
』
雑
篇

。
天
下

一扁
）一運
靴
麗
ざ
繰
獣
孫
デ
嘔
鍵
夢
猫

乎
と
し
て
何
く
に
か
適
く
。
万
物
畢
く
羅
る
も
、
以
て
帰
す
る
に

臀
覆
魏
凩
婦
坤
』
贄
鍮

彼
れ
其
れ
充
実
し
て
、
以
て
已
む
べ
か
ら
ず
。
上
は
造
物
者
と
与

に
遊
び
、
下
は
死
生
を
忘
れ
終
始
な
き
者
と
友
と
為
る
。
）

こ
の
論
説
は
、
「寂
真
と
し
て
形
な
く
、
変
化
し
て
常
な
し
」
と

い
っ
て
、
ま
ず
天
地
自
然
の
あ
り
方
を
述
べ
、
続
い
て

「上
は
造
物
者

と
共
に
遊
び
、
下
は
死
生
を
忘
れ
始
終
無
き
者
と
友
と
為
る
」
と
い
っ

て

『
荘
子
』
と
い
う
書
の
特
色
を
説
い
て
い
る
。
即
ち

『荘
子
』
と
い

う
書
は

「変
化
無
常
」
と
い
う
天
地
自
然
の
理
を
認
識
し
た
う
え
で
、

世
俗
の
超
越
者
と
し
て
自
然
の
中
で
逍
遥
す
る
精
神
を
説
い
た
も
の
で

あ
る
。
「
逍
逢
遊
篇
」
は
、
荘
子
の
こ
の
特
色
を
具
象
化
し
た
の
で
あ

Ｚり
。「
逍
逢
遊
」
の

「遊
」
と
い
う
語
は
何
も
の
に
も
東
縛
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
絶
対
に
自
由
な
人
間
の
生
活
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
当
然
、

自
然
の
変
化
に
従
い
、
無
常
を
超
越
す
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。
で
は
、
『南
華
真
経
注
疏
』
に
お
い
て
荘
子
の
無
常
思
想
が
ど

う
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
荘
子
本
文
の

「遊
」

一

語
に
注
目
し
、
『
南
華
真
経
注
疏
』
の
解
釈
を
考
え
て
み
た
い
。

「逍
遥
遊
篇
」
に
つ
ぎ
の
よ
う
な

「遊
」
を
描
く
場
面
が
あ
る
。

〈
荘
子
〉
若
夫
乗
二
天
地
之
正
ヽ
而
御
・一六
気
之
辮
「
以
遊
レ
無
窮
レ

者
。
彼
且
・一悪
乎
待
一哉
。

（若
し
夫
れ
天
地
の
正
に
乗
じ
て
六
気
の
碁
に
御
し
以
て
無
窮
に

遊
ぶ
者
は
彼
れ
且
た
悪
を
か
待
た
ん
や
。
）
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こ
こ
の

「
六
気
」
と
は
、
天
地
春
夏
秋
冬
の
六

つ
の
気
と
も
、
陰
陽

風
雨
晦
明
の
六

つ
の
気
と
も
い
う
が
、
要
す
る
に
天
地
自
然
の
大
気
の

こ
と
で
あ
る
。
「辮
」
は
変
と
同
じ
で
変
化
の
意
。
「無
窮
者
」
は
、
荘

子
の
絶
対
者
―
至
人

・
神
人

・
聖
人
を
さ
す
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
郭

象
は
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。

〈郭
象
注
〉
天
地
者
、
万
物
之
総
名
也
、
天
地
以
二
万
物
一為
レ
体
、

万
物
必
以
二
自
然

・為
レ
正
、
自
然
者
無
為
而
自
然
者
也
。
故
大
鵬

之
能
高
、
斥
鶉
之
能
下
。
椿
木
之
能
長
、
朝
菌
之
能
短
。
凡
此
皆

自
然
能
也
。
不
レ
為
而
自
能
。
故
乗
二
天
地
之
正
一者
、
即
是
順
二
万

物
之
性
・也
。
御
・一六
気
之
辮
一者
、
即
是
遊
二
変
化
之
塗
一也
。

第

一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
『
荘
子
』
本
文
と
違

っ
て
、
郭
象
は
超

越
者
の
立
場
か
ら
で
は
な
く
、
も
の
の

「性
分
」
か
ら
荘
子
の

「逍

逢
」
を
考
え
て
い
る
か
ら
、
飛
ぶ
こ
と
に
お
け
る
大
鵬
と
斥
鶉
の
高
低
、

寿
命
に
お
け
る
椿
木
と
朝
菌
の
長
短
は
、
み
な
自
然
で
あ
る
。
だ
か
ら

「乗
天
地
之
正
」
と
は
　
万
物
の
性
に
随
う
こ
と
、
「
御
六
気
之
丼
」
と

は
変
化
の
道
に
遊
ぶ
こ
と
な
り
と
解
釈
し
て
い
る
。

〈
成
玄
英
疏
〉
天
地
者
、
万
物
之
総
名
、
万
物
者
、
自
然
之
別
称
。

六
気
者
、
陰
陽
風
雨
晦
明
也
。
（中
略
）
無
レ
待
二
聖
人
ヽ
虚
レ
懐

体
レ
道
、
故
能
乗
二
両
儀
之
正
理
ヽ
順
二
万
物
之
自
然
「
御
・一六
気
一

以
逍
邊
。
混
二
群
霊
・以
変
化
。

こ
こ
で
、
成
玄
英
も
郭
象
と
同
じ
よ
う
に
、
自
然
の
変
化
に
随
う
こ

と
を

「逍
遥
」
の
先
決
条
件
と
見
て
い
る
。
し
か
し
、
成
玄
英
の
疏
は

郭
象
注
と
著
し
く
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
仏
教
思
想
を
取
り

入
れ
て

『
荘
子
』
を
解
釈
す
る
と
こ
ろ
が
随
分
多
い
。
「逍
逢
遊
篇
」

の

「神
人
」
に
つ
い
て
本
稿
の
第
二
節
に
既
に
触
れ
た
が
、
こ
こ
で
そ

の

一
部
を
再
度
と
り
あ
げ
る
。

〈
荘
子
〉
乗
二
雲
気
ヽ
御
二
飛
龍
ヽ
而
遊
二
乎
四
海
之
外
「

（雲
気
に
乗
じ
飛
龍
に
御
し
て
四
海
の
外
に
遊
ぶ
。
）

〈
成
玄
英
疏
〉
智
照
霊
通
、
無
心
順
レ
物
、
故
日
レ
乗
二
雲
気
「
不

レ
疾
而
速
、
変
現
無
レ
常
、
故
日
レ
御
二
飛
龍
「
寄
二
生
萬
物
之
上
ヽ

而
神
超
一一六
合
之
表
ヽ
故
日
レ
遊
二
乎
四
海
之
外
「

成
玄
英
は
こ
こ
で
、
「
智
」
、
「無
常
」
な
ど
の
仏
教
用
語
を
駆
使
し

て

「逍
遥
」
を
解
釈
し
て
い
る
。
成
玄
英
の
疏
に
流
れ
て
い
る
無
常
思

想
は
佛
教
の

「
無
常
」
と

『
荘
子
』
の

「無
常
」
の
融
合
だ
と
い
っ
て

も
い
い
。

『
徒
然
草
』
第
七
段
は
、
こ
の
世
は
無
常
で
あ
る
か
ら
こ
そ
も
の
の

あ
わ
れ
が
あ
る
と
し
て
、
「無
常
」
を
自
覚
的
に
肯
定
す
る
考
え
方
を

示
し
て
い
る
点
で
、
注
目
さ
れ
る
段
で
あ
る
が
、
『南
華
真
経
注
疏
』

に
現
わ
れ
た

「
無
常
」
の
重
層
性
は
、
『徒
然
草
』
第
七
段
に
お
い
て

や
は
り

「世
は
さ
だ
め
な
き
こ
そ
い
み
じ
け
れ
」
と
い
う
主
題
の
展
開

に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

終
わ
り
に

以
上
本
稿
で
は
、
「
夏
の
蝉
」
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
『
徒
然
草
』
第

七
段
に
お
け
る
荘
子
の
思
想
的
受
容
を
考
察
し
て
き
た
。
『荘
子
』
本

文
か
ら
見
れ
ば

「
夏
の
蝉
」
、
「命
長
け
れ
ば
辱
多
し
」
は
い
ず
れ
も
援



用
に
な
ら
な
い
逆
用
に
な

っ
て
い
る
が
、
本
文
と

『
南
華
真
経
注
疏
』

と
の
間
に
存
在
す
る
思
想
的
饂
酷
か
ら
分
析
す
れ
ば
、
『徒
然
草
』
第

七
段
に
お
け
る
荘
子
語
句
は
や
は
り
熟
読
し
た
上
で
引
用
さ
れ
た
も
の

だ
と
十
分
考
え
ら
れ
る
。
『
徒
然
草
』
第
十
二
段
に
お
い
て
、

文
は
文
選
の
あ
は
れ
な
る
巻
々
、
自
氏
文
集
、
老
子
の
こ
と
ば
、

南
華
の
篇
、
此
の
国
の
博
士
ど
も
の
か
け
る
物
も
、
い
に
し
え
の

は
あ
は
れ
な
る
事
お
ほ
か
り
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
兼
好
は

『荘
子
』
を
愛
読
書
と
し
て
あ
げ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
が
、
『荘
子
』
を

「荘
子
」
と
書
か
ず
、
「南
華
」
と
書
い
て

い
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
い
は

『
南
華
真
経
注
疏
』
を
匂
わ
せ
る
も
の
で

あ
る
か
も
し
れ
ず
、
そ
れ
を
た
よ
り
に

『荘
子
』
を
読
ん
で
い
た
証
左

に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

【
テ
キ
ス
ト
】

『
徒
然
草
』

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

（小
学
館
）

『
荘
子
』

全
釈
漢
文
大
系

（集
英
社
）

郭
象
注
成
玄
英
疏
及
び
林
希
逸
注
は
和
刻
本

『諸
子
大
成
』
第
十

一
輯

に
よ
る

（長
澤
規
矩
也
編
古
典
研
究
会
、
昭
和
五
十

一
年
六
月
発
行
）

注（１
）
一
つ
は
、
今
扱
う

「夏
の
蝉
春
秋
を
知
ら
ぬ
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、

「命
長
け
れ
ば
辱
多
し
」
で
あ
る
。
こ
の
出
典
は
、
『荘
子
』
外
篇

。
天
地
篇

の

「多
男
子
則
多
燿
、
富
則
多
事
、
寿
則
多
辱
」
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
第
二
節
で
取
り
扱
う
。

（２
）
こ
の
説
は
、
そ
れ
ぞ
れ
神
田
秀
夫
氏
の

「
日
本
に
お
け
る
荘
子
」
（神
田

秀
夫
論
稿
集

『東
か
ら
見
た
河
と
江
と
』
明
治
書
院
　
一
九
八
四
年
十
月
）

と

「荘
子
管
見
」
翁
南
船
北
馬
―
日
中
比
較
文
学
論
集
』
明
治
書
院
　
一
九

九
七
年
七
月
）
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（３
）
日
本
に
お
け
る
老
荘
思
想
の
受
容
に
つ
い
て
、
最
近
王
迪
氏
の
詳
細
な
調

査
が
あ
る
。
王
氏
は

『
日
本
に
お
け
る
老
荘
思
想
の
受
容
』
（株
式
会
社
国

書
刊
行
会
　
一
一〇
〇

一
年
二
月
）
と
い
う
著
書
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
ま
と

め
て
い
る
。

一
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
中
期
ま
で
は
、
『老
子
』
は
河
上
公
注
、
『荘
子
』

は
郭
象
注

・
玄
英
疏
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て
い
た
。
二
、
南
北
朝
か
ら
室
町

末
期
ま
で
の
間
に
口
義
本
が
現
わ
れ
、
郭
象
注

。
玄
英
疏
と
平
行
し
て

『荘

子
』
研
究
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。
（中
略
）
室
町
中
期
か
ら
専
ら

『荘
子
口

義
』
が
用
い
ら
れ
た
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

（４
）
森
三
樹
二
郎
著

『老
子

・
荘
子
』
（講
談
社
　
一
九
九
四
年
十
月
）
に
お

い
て
荘
子
注
を
め
ぐ
っ
て
、
「宋
代
に
入
る
と
、
南
宋
の
林
希
逸
の

『荘
子

口
義
』
が
あ
る
。
こ
の
人
の

『老
子
口
義
』
と
と
も
に
、
平
易
に
説
か
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
特
に
わ
が
国
の
江
戸
時
代
に
広
く
読
ま
れ
た
」
と
い
う

記
述
が
あ
る
。

（５
）神
田
秀
夫

「兼
好
法
師
と

「荘
子
」
と
の
出
会
ひ
に
就
い
て
」
「
論
集
』

第
七
巻
第

一
号
　
一
九
五
九
年
）

（６
）前
掲
著
書

（３
）

（７
）
森
三
樹
三
郎

『中
国
思
想
史

・
上
』
（第
三
文
明
社
文
庫
　
一
九
七
八
年

五
月
）

（８
）
福
永
光
司

（新
訂
中
国
古
典
選
８

『荘
子
』
・
外
篇
　
朝
日
新
聞
社
　
一

九
六
六
年
十
月
）
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（９
）
大
星
光
史

『
日
本
文
学
と
老
荘
神
仙
思
想
の
研
究
』
（桜
楓
社
　
一
九
九

〇
年
九
月
）

（１０
）桜
井
好
朗

『隠
者
の
風
貌
』
（塙
書
房
　
一
九
六
七
年
六
月
）

（１１
）
唐
亦
男

「解
構
荘
子
的
注
」
「
魏
晋
南
北
朝
文
学
与
思
想
学
術
研
討
会
論

文
集
』
第
３
輯
　
文
津
出
版
社
　
一
一〇
〇
三
年
二
月
）

（‐２
）
周
雅
清

『成
玄
英
思
想
研
究
』
（新
文
豊
出
版
社
　
一
一〇
〇
三
年
九
月
）

に
成
玄
英
疏
に
お
け
る
仏
教
思
想
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
論
述
が
あ
る
。

由
於
成
玄
英
的
思
想
嘗
受
到
佛
教
性
空
義
理
的
影
響
、
所
以
除
了
這
些
修
養

工
夫
之
外
、
在

『老
子
義
疏
』
興

『荘
子
疏
』
中
、
尚
且
都
融
入
了
佛
教
体

知
無
常
、
空
幻
的
修
養
特
色
、
表
現
出
此
前
道
家
所
未
有
的
義
理
風
貌
。

（中
略
）
総
結
成
玄
英
的
修
養
論
及
境
界

（自
然
、
逍
進
）
論
、
不
難
発
現

其
所
聞
述
的
工
夫
方
法
、
工
夫
過
程
興
工
夫
境
界
、
大
体
都
極
精
善
而
深
刻
、

有
進
於
郭
象
注
之
所
為
、
而
表
現
出
向
荘
子
義
理
回
帰
的
特
色
。

（引
用
者
訳

¨
成
玄
英
の
思
想
は
嘗
て
仏
教
の

「性
空
」
か
ら
影
響
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
『老
子
義
疏
』
と

『荘
子
疏
』
に
お
い
て
い
ず
れ
も

仏
教
の
無
常

・
空
幻
の
特
色
を
取
り
入
れ
、
こ
れ
ま
で
の
道
家
に
な
か
っ
た

義
理
風
格
を
見
せ
て
い
る
。
（中
略
）
成
玄
英
は
、
修
養
の
方
法

・
過
程

・

境
地
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
を
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

郭
象
の
注
に
近
寄
り
な
が
ら
、
荘
子
へ
回
帰
す
る
特
色
を
持

っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
）

（‐３
）
田
村
憲
治

「徒
然
草
」
（
日
本
文
学
と
仏
教
』
第
四
巻
、
岩
波
書
店
　
一

九
九
三
年
十

一
月
）

（‐４
）
現
存
の

『荘
子
』
の
注
釈
書
と
し
て
は
、
定
本
を
つ
く
っ
た
西
晋
の
郭
象

の

『荘
子
注
』
が
最
も
古
い
。
し
か
し

『荘
子
』
の
注
を
書
い
た
の
は
郭
象

が
始
め
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
に
数
十
家
に
の
ぼ
る
注
釈
が
あ
っ
た
と
い
う
。

唐
代
に
も
荘
子
注
が
多
く
作
ら
れ
た
が
、
今
日
に
残
る
も
の
は
唐
初
の
道
士

の
成
玄
英
の

『荘
子
疏
』
が
あ
る
の
み
で
あ
る

（な
お

『荘
子
』
を

『南
華

真
経
』
と
よ
ぶ
こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ
は
唐
の
玄
宗
の
天
保
元
年
に
荘
子
に

南
華
真
人
の
号
を
贈
り
、
そ
の
書
を

『南
華
真
経
』
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た

た
め
で
あ
る
）
。
こ
の
書
は
郭
象
の
注
に
成
玄
英
が
疏
を
加
え
た
も
の
で
あ

る
。
日
本
で
は
平
安
朝
初
期
の

『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
、
『荘
子
』
の

注
釈
書
を
二
十
種
ほ
ど
あ
げ
て
い
る
が
そ
の
中
に
成
玄
英
に
荘
子
疏
十
巻
が

含
め
ら
れ
て
い
る
。（ち

ん

。
へ
い
さ
ん
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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